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図1 修了時の集合写真

2026年8月17日から28日まで、芝浦工業大学とワシントン大学の学生が、人とロボットのインタラクションをテーマとする国際PBLに取り組みました。ロボット技術に
関する講義と、ROS 2、TurtleBot3、SLAM・ナビゲーション、センサやArduinoを用いた演習を通じて基礎を学び、6グループで具体的な利用場面に基づくロボットの
企画・試作を進めました。テーマは、人同士の交流支援、救急外来での待機支援、手術器械の管理補助、子どもとのインタラクション、移動支援、病院内の薬剤配
送です。各グループは利用者の課題や操作の流れを検討し、プログラミング、機器の接続、動作確認と改善に取り組みました。薬剤配送の試作では、ロボットの
移動とQRコードの読み取りによる蓋の開閉が報告されました。最終発表に向けて、開発内容とデモ映像をまとめ、成果を共有しました。共同作業を通じて、技術
的な課題解決と異なる言語・文化的背景を持つメンバーとの協働を実践しました。								

図2 ロボット技術に関する講義 図3 グループでのロボット開発 図4 チームでの共同作業

2026年08月17日
～2026年08月28日

日本
ワシントン大学グローバル・イ
ノベーション・エクスチェンジ

・電気電子情報工学専攻、機
械工学専攻、システム理工学
専攻
・修士1年生、修士2年生、学
部3年生、学部4年生、博士3
年生

（芝浦工業大学）
学生12名、 学生バイト5名、
教員2名、 職員1名
（ワシントン大学グローバル・
イノベーション・エクスチェン
ジ）
学生13名、 教員2名
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